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NFYA; Nuclear transcription factor Y subunit alpha; CAAT box DNA-binding protein subunit
A; Nuclear transcription factor Y subunit A; NF-YA
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、三量体複合体の1つのサブユニットであり、様々な遺伝子のプロモーター領域にあるCCAATモチーフに結合する高度に保存された転写因子を形成します。サブユニットAは、BサブユニットとCサブユニットからなる強固な二量体と会合し、高い特異性および親和性でDNAに結合する三量体を形成します。複合体の配列特異的な相互作用はAサブユニットによって行われるため、調節サブユニットとしての役割が示唆されています。さらに、この遺伝子産物には、タンパク質分解または翻訳制御による転写後制御の証拠があります。さらなる制御は、グルタミンに富む活性化ドメインにおける選択的スプライシングによって表され、2つのアイソフォームは組織特異的に選択されます。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：プロモーター中のCCAATモチーフを認識して結合することにより、様々な遺伝子（例えば、1型コラーゲン、アルブミン、βアクチン遺伝子）の転写を刺激する。,類似性：NFYA/HAP2サブユニットファミリーに属する。,サブユニット：NF-YA、NF-YB、NF-YCの3つの構成要素からなるヘテロ三量体転写因子。NF-YAの会合およびDNA結合には、NF-YBとNF-YCが相互作用して二量体を形成する必要がある。,
	研究分野
	抗原の処理と提示;
	画像データ
	

	NFYA抗体を用いたHepG2、293、およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したNF-YAポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

